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各教科の評価・評定の方法 
 

「各教科の評価・評定の方法」は、学習状況などについての評
価や評定を生徒の皆さんや保護者の方に理解していただくための
ものです。この方法を理解することで、どの内容について努力す
ることが必要なのか、どのような点を改善すればいいのかという
ことを見つけ出して下さい。 
 次のページからは、各教科の学習内容・主たる評価規準・評価
方法・評価の観点が記入されています。 
① 学習内容 
 学習する具体的な単元名や内容が記入してあります。 
② 主たる評価規準 
 学習指導要領に示された目標に照らして、学習内容に即した評
価の規準を明らかにしたもので、主に重点的に評価する項目が
記入してあります。 

③ 評価方法 
  定期テスト・小テスト・レポート・ノート点検・実技テストな
ど、主たる評価規準に即した評価方法が記入してあります。 

④ 評価の観点 
  各教科の評価の観点が、評価規準、評価方法と関連させて記入
してあります。 

 

１学期の通知表の見方 
 
□各教科の学習の記録 
① 観点別学習状況の評価（分析的な評価） 
 観点別学習状況の評価は、学習指導要領に示されている各教
科の目標に照らし合わせて、その実現状況を観点ごとに評価し、
Ａ、Ｂ、Ｃで記入してあります。 
  評価の観点は 
「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む
態度」の３つです。この３つの観点は、同等の重みづけで評価
されます。 

② 評定（総括的評価） 
評定は、学習指導要領に示されている各教科の目標に照らし

合わせて、その実現状況を総括的に評価し、５段階で記入して 
あります。評定は観点別学習状況の評価を総合して、算出した
ものです。 

 
       

＊観点別学習状況の評価と評定 

観点別学習状況の評価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評 定 

 十分満足できる Ａ 
特に高い程度のもの ５ 

十分満足できる ４ 

 おおむね満足できる Ｂ おおむね満足できる ３ 

   努力を要する Ｃ 
努力を要する ２ 

一層努力を要する １ 

  
 

観点別学習状況の評価のＡには評定５、４の要素が含まれ、Ｃに
は評定の２、１の要素を含んでいます。観点別学習状況の評価が、
ＡＡＡの場合、評定が４または５になることがあります。また、
ＣＣＣでは評定１、２になることがあります。 
 
□特別の教科 道徳 
 学習状況から、生徒の成長を見取り、年度末に文章で記入しま
す。 

 

□総合的な学習の時間の記録 
  総合的な学習の時間の記録は、学習活動・観点・評価を記入し
ます。また、「武蔵野市民科」の取り組みについての評価もこ
の欄に記載されます。３年生は２・３学期、１・２年生は３学
期に表記されます。  

 

□特別活動の記録 
  学級・生徒会活動・学校行事、所属の部活動などの記録です。 
 

□総合所見 
 生徒の成長の状況にかかわる総合的な所見を示します。たとえ
ば、各教科・道徳・総合的な学習の時間・特別活動・行動に関す
る事実・進路などの所見及び、生徒の特徴、学校内外における奉
仕活動、表彰を受けた行為や活動などがあります。 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第１学年  教科名 国語        担当 龍 万里子 佐藤美香子 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

野原はうたう ・音声の働きや仕組みについて理解を深め、音読している。 

・詩に使われている表現技法について理解している。 

 ノート 

 

ワークシート 

 

朗読・発表 

 

グループワーク 

 

小テスト 

 

定期考査 

 

提出物 

（書写を含む） 

観察 

○ 

 

〇 

 

○ 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

○ 

 

 

〇 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

  ○ 

 

  〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

はじまりの風 ・「物語」や「小説」において、場面や登場人物、心情のとらえ方を理解している。 

・場面の展開、登場人物の関係、心情を捉えることができている。 

情報を聞き取り、要点

を伝える ・要点をおさえて聞き取り、記録をとることができている。 

ダイコンは大きな根？ ・文章の中心的な部分と付加的な部分を捉えている。 

ちょっと立ち止まって ・「説明的な文章」の構成について理解している。 
・叙述を基に、原因と結果、意見と根拠との関係を捉えている。 

話の構成を工夫しよ

う 

・日常生活の中から話題を決め、自分の考えや根拠を明確になるように、話の構成
を考えている。 

・聞き手を想定し、伝えたいことが明確になるように工夫をして話している。 

いろはうた 

蓬莱の球の枝 

・・仮名遣いに注意しながら音読して古典のリズムを味わい、その世界に親しんで
いる。 

・教材の古典作品から日本の伝統に興味をもち、古典の世界に親しんでいる。 
・場面や人物の関係や心情を捉えて物語を読み取ろうとしている。 

文法 ・文章、文、段落、文節、単語などのことばの単位について理解することができる。 

・さまざまな文節相互の関係について理解することができる。 

書写 
・硬筆を通して、字形の整え方を身に着けている。 

漢字・語句 ・学習した漢字・語句について理解している。 

すべての学習内容を通して ・課題の提出状況、自主学習、発問に対する応答ができている。 

 



令和８年度    第１学期     各教科の評価・評定の方法    第１学年      教科名  社会         担当  野村 昌宏 

 

学習内容 主たる評価規準 評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考     

判断・表現 

主体的に学習に取

り組む態度 

歴史的分野 

第１章 歴史へのとびら

    

第２章 古代までの日本 

１節 世界の古代文明と 

宗教のおこり   

２節 日本列島の誕生と

大陸との交流  

        

        

         

 

・西暦・世紀・年号について理解し、換算ができる。            

・時代区分や大まかな歴史の流れについて理解している。           

・人類の起源や進化について資料を基に考察している。 

・旧石器時代、新石器時代の特色と社会の変化について理解している。 

・古代文明の特色について資料を基に理解し考察している。 

・古代文明の伝播と変遷について、地理の知識と合わせて理解している。 

・縄文時代以前の暮らしや文化について理解している。 

・弥生時代の暮らしや文化、大陸との関係について理解している。 

・古代朝鮮の様子や、邪馬台国と大陸の関係について資料を基に考察している。 

・古墳について理解するとともに、古墳からわかる時代の特色や変遷について考

察している。 

 

 

 

 

ト 

 

 

期末考査 

 

授業プリント 

 

提出物 

 

授業観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

 

 

 

地理的分野 

第１部 

世界と日本の地域構成 

第１章 世界の姿 

第２章 日本の姿 

 

 

 

第２部 

世界のさまざまな地域 

第１章 人々 の生活と環境 

 

  

・大陸と大洋、世界の地域区分について地図と結び付けて理解している。 

・様々 な国のあり様や国境線について概要を理解している。 

・緯度・経度を科学的に考察して理解し、地球上の位置を表すことができる。 

・緯度の違い、経度の違いによって生じることを考察し理解している。 

・特に時差について考察し、世界の時刻を算出することができる。 

・地球儀と世界地図の特徴や、図法の特質について資料を基に考察し理解している。 

・日本の位置と領域について地図と結び付けて理解している。 

・熱帯・乾燥帯・温帯・冷帯・寒帯の特徴と分布について、資料を基に理解している。 

・高地の気候について資料を基に理解している。 

・気候のグラフを考察し、ある程度読み解くことができる。 

・人々 の生活と、気候や宗教との関わりについて考察し理解している。 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第１学年  教科名 数学          担当：野口・津口・秋山 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

0章 算数から数学へ 

1節 整数の性質 

 

1章 正負の数 

1節 正負の数 

2節 加法と減法 

3節 乗法と除法 

4節 正負の数の利用 

・正の数と負の数の必要性と意味を理解している。 

・不等号の意味を理解し、数の大小を正確に表すことができる。 

・絶対値の意味を理解し、問題解決の場面において、絶対値を利用して解くことが

できる。 

・正の数と負の数の四則計算をすることができる。 

・具体的な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したりすることができる。 

・算数で学習した数の四則計算と関連付けて、正の数と負の数の四則計算の方法を 

考察し表現することができる。 

・正の数と負の数を具体的な場面で活用することができる。 

・正の数と負の数のよさに気付いて粘り強く考え、正の数と負の数について学んだ 

ことを生活や学習に活かそうとしたり、正の数と負の数を活用した問題解決の過 

程を振り返って検討しようとしたりしている。 

授業内の発言・態度 

 

提出物（ワーク・プ

リント等） 

 

定期考査 

 

テスト直しプリント 

 

確認テスト 

（計算テスト等） 

 

単元振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

2章 文字と式 

1節 文字を使った式 

2節 文字式の計算 

3節 文字式の利用 

・文字を用いることの必要性と意味を理解している。 

・文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知っている。 

・簡単な一次式の加法と減法の計算をすることができる。 

・数量の関係や法則などを、文字を用いた式に表すことができることを理解してい 

る。 

・数量の関係や法則などを、式を用いて表したり読み取ったりすることができる。 

・具体的な場面と関連付けて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し、表現す 

ることができる。 

・文字を用いることのよさに気付いて粘り強く考え、文字を用いた式について学ん 

だことを生活や学習に活かそうとしたり、文字を用いた式を活用した問題の過程 

を振り返って検討しようとしたりしている。 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第１学年  教科名 理科     担当  髙橋 亮 ・ 五十嵐 正太郎 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

火をふく大地 火山活動と火成岩、自然の恵みと火山災害についての基本的な概念や原理・法則などを

理解するとともに、観察、実験に関する操作や記録の仕方など基本的技能を身につけて

いる。また、地下のマグマの性質や火山の形との関係性、火山活動と火成岩の特徴など

の規則性を見いだして、科学的に探究している。 

定期考査 

 

小テスト 

 

実験レポート 

 

ノート・ファイル 

 

ワーク提出 

 

課題提出 

 

授業態度 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

動き続ける大地 地震の伝わり方と地球内部のはたらき、地震災害についての基本的な概念や原理・法則

などを理解するとともに、観察、実験に関する操作や記録の仕方など基本的技能を身に

つけている。また、地震の原因と地球内部のはたらきとの関係性、地震災害と地震発生

のしくみとの関係性、地震の揺れの大きさや伝わり方の規則性などを見いだして表現

し、科学的に探究している。 

地層から読み取る大

地の変化 

地層の重なりと過去のようすについての基本的な概念や原理・法則などを理解するとと

もに、観察、実験に関する操作や記録の仕方など基本的技能を身につけている。また、

地層の重なり方や広がり方の規則性などを見いだして表現し、科学的に探究してい

る。 

  

生物の観察と分類

のしかた 

いろいろな生物の共通点と相違点、分類の仕方についての基本的な概念や原理、法則を

見いだして理解するとともに、観察や実験の基本操作、記録の仕方などの基本的技能を

身につけている。また、科学的に探究することができている。 

植物の分類 

生物の共通点と相違点、分類の仕方に着目しながら植物のからだについての共通点と相

違点、分類の仕方についての基本的な概念や原理、法則を見いだして理解するとともに、

観察や実験の基本操作、記録の仕方などの基本的技能を身につけている。また、科学的

に探究することができている。 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第 １ 学年  教科名  音楽         担当 糟谷 小枝子 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 
思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

歌唱 

「第一中学校校歌」 

・創意工夫を⽣かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方な
どの技能を身に付け，歌唱で表している。 

合唱中観察   ○ 

歌唱「主人は冷たい 

土の中に」 

・曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。 
・創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方な
どの技能を身に付け，歌唱で表している。 

・旋律，形式，構成を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが
ら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，どのように歌うかに
ついて思いや意図をもっている。 

・曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心をもち，音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 

ワークシート 

実技テスト 

定期テスト 

○ ○ ○ 

鑑賞「春」 

・曲想と⾳楽の構造との関わりについて理解している。 
・音色，旋律，テクスチュア，形式を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲
気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとと
もに，曲や演奏に対する評価とその根拠について自分なりに考え，音楽のよさや
美しさを味わって聴いている。 

・曲想と⾳楽の構造との関わりに関心をもち，音楽活動を楽しみながら主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。 

授業内発言     

ワークシート 

批評文 

定期テスト 

○ ○ ○ 

器楽 アルトリコー

ダー LESSON１ 

・曲想と⾳楽の構造との関わりについて理解している。 
・創意⼯夫を⽣かし，全体の響きや各声部の⾳などを聴きながら他者と合わせて演
奏する技能を身に付け，器楽で表している。 

・音色，旋律，テクスチュアを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感
受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，どのように
演奏するかについて思いや意図をもっている。 

・曲想と⾳楽の構造との関わりに関心をもち，音楽活動を楽しみながら主体的・協
働的に器楽の学習活動に取り組もうとしている。 

ワークシート 

定期テスト 
○ ○ ○ 

歌唱 合唱コンクー

ル課題曲「幸せ」 

・曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。 
・創意⼯夫を⽣かし，全体の響きや各声部の⾳などを聴きながら他者と合わせて演
奏する技能を身に付け，歌唱で表している。 

・音色，旋律，テクスチュア，強弱を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲
気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，どの
ように歌うかについて思いや意図をもっている。 

・曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心をもち，音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 

ワークシート ○ ○ ○ 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第１学年  教科名 美術                 担当 渡辺 美紀子 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

ガイダンス 

 

鉛筆で描く 

 

 

 

ポスターカラーで描く 

（平面構成） 

 

 

 

粘土でつくる 

（そっくりにつくる） 

 

 

 

美術鑑賞を楽しむ手が

かり 

 

 

〇形や光の捉え方、濃淡の表し方など鉛筆デッサンの技法

を生かし、形の構造や光の方向など、対象を観察して描く

ことができる。 

 

 

〇自分の表したいものに合った材料や用具を選択し、材料

や用具の生かし方などを身に付け、意図に応じて工夫し

て表すことができる。 

 

 

〇対象を見つめ、感じ取った形や色彩の特徴や美しさなど

を基に主題をとらえ、全体と部分との関係を考え、心豊かに

表現できる構想を練ることができる。 

 

 

〇造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の

意図と工夫などについて考え、見方や感じ方を広げることが

できる。 

 

 

・授業観察 

 

 

 

 

・アイデアスケッチ、プリ

ント、鑑賞プリント、振

り返りカード等の 

提出物 

 

 

・作品 

 

 

 

・定期テスト 

  

 

 〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

  〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

  〇 

   

   

 

  〇 

 



令和８年度    第１学期     各教科の評価・評定の方法  第 1学年    教科名 保健体育（男女共習）       担当  関根 満 

※校庭の状況、天候などによって授業内容を変更することがあります。 

学習内容 主たる評価規準 評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･判断･表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

体
つ
く
り
運
動 

体ほぐしの運動 

実生活に生かす運動の計画 

・運動を継続する意義、体の構造、運動の減速などについて理解している。 

・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他

者に伝えている。 

・体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け合い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを

大切にしようとすること、話し合いに貢献しようとすることなどをしたり、健康・安全を確保したりしている。 

観察チェック 

（授業中の行動・姿勢 

 発言） 

 

 

 

 

学習カード 

 

 

実技テスト 

 

 

期末考査 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

陸
上
競
技 

短距離走 

リレー走 

中・長距離走 

新体力テスト 

・陸上競技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などについて理解している。 

・滑らかな動きで速く走ることやバトンの受け渡しでタイミングを合わせることができる。 

・動きなどの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたことを他者

に伝えている。 

・中・長距離を自分に合ったペースで走ることができる。 

・陸上競技に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうとすること、分担した役割を果たそう

とすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることや仲間の学習を援助したり、健康・安全に気を配

ったりしている。 

体
育
祭
競
技 

いかだ流しなど 

・体育祭に興味・関心をもち、学級、学年、学校の一員として取り組むことができる。 

・仲間を気遣い、健康・安全に留意しながら取り組むことができる。 

・運動に対して、自己や学級の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、

自己の考えたことを他者に伝えている。 

・勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすることができる。 

球
技 

 

【ゴール型】 

ハンドボール 

 

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などを

理解するとともに、基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開することができる。 

・攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこと

を他者に伝えることができる。 

・球技について積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろうとすること、作戦などについての話合いに参加しよう

とすること、仲間の学習を援助しようとすることなどや、健康、安全に気を配ることができる。 

武
道 

剣道 

・技ができる楽しさや喜びを味わい、武道の特性や成り立ち、技の名称や、その運動に関連して高まる体力な

どを理解し、基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開することができる。 

・攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫し、自己の考えたことを他

者に伝えることができる。 

・積極的に取り組み、相手を尊重し、武道の伝統的な行動の仕方を大切にすることや、一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を認めようとすることなどに意欲をもち、健康や安全に気を配ることができる。 

水
泳 

自由形 

背泳ぎ・時間泳 

・特性や成り立ち、技術の名称や行い方などを理解している。 

・健康や安全に気を配り、水泳の事故防止に心がけることができる。 

・各泳法において、手と足、呼吸のバランスをとり泳ぐことができる。 

・記録向上や競争の楽しさや喜びを味わい、泳法を身につけることに積極的に取り組んでいる。 

・泳法を身につけるための運動の行い方のポイントを見つけ、課題解決のために練習を工夫できる。 

体育理論 

運動やスポーツの多様性 

運動やスポーツの必要性と楽しさ 

・スポーツはどのようにして生まれ、発展してきたのかについて理解している。 

・スポーツの必要性や楽しさについて、自分自身の生活を振り返りながら考えているとともに、それらを表現 

 している。・スポーツの必要性や楽しさに関心を持ち、進んでスポーツに親しもうとしている。 

保健分野 

健康な生活と疾病の予防 

・生活習慣病などは、運動不足、食事の量や質の偏り、休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れが主な要因となって起こる

こと。また、生活習慣病の多くは、適切な運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践することによって予防で

きることを理解している。 

・健康な生活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断しているとともに、それらを表現してい

る。・健康な生活と疾病の予防についての学習に自主的に取り組もうとしている。 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第１学年  教科名 技術・家庭（技術分野）     担当 沖崎 太朗 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

ガイダンス 

 

 

技術とものづくり 

 

 

材料と加工の技術 

○生活や社会における技術の役割について考えることができる。技術の最適化につ

いて理解し、未来を創る問題解決のプロセスを考えることができる。 

 

○技術科の授業に関心をもって取り組もうとしている。身の回りの製品の特徴につ

いて理解し、特性を調べてまとめることができる。 

 

○材料の特徴を理解したうえで加工方法を考えることができる。 

 

○道具や工具の仕組みを理解し、効果的に使用することができる。 

 

○材料に適した加工方法を実践し、正しく安全に工具や機械を利用することができ

る。 

○身の回りの製品に使われている材料の特徴を調べ、まとめることができる。 

・授業観察 

 

・ノート 

 

・ワークシート

  

・定期テスト 

  

・ラーニングジ

ャーナル 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

情報の技術の原理・

原則と仕組み 

 

情報モラルと情報

セキュリティ 

 

 

○情報の表現，記録，計算，通信の特性等の原理・法則が理解できる。情報の技術

によって生活や社会がどのように変化したか考えられる。 

 

○情報が社会に与える影響を理解し、望ましい情報社会のために取るべき態度を身

につけることができる。 

 

○知的財産を創造，保護及び活用しようとする態度を身につけることができる。 

 

○情報セキュリティを理解し、安全を確保するための必要な判断や対応ができる。 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第１学年  教科名 技術･家庭 家庭分野       担当 山田 佐登美 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

ガイダンス 

Ａ家族・家庭生活 

１今の自分とこれか

ら 

２家庭のはたらきと

家庭の仕事 

３さまざまな家族･

家庭 

・３年間の学習に見通しを持ち、自立しともに支え合う生活について考

えることができる 

・自分の成長と家族や地域の人々とのかかわりと、自分自身について理

解する。 

・家族・家庭の機能及びそれを支える仕事や社会のしくみについて理解

する。 

・家族と協力・協議して家庭生活を営む必要があることに気づいている。 

・家族の互いの立場や役割がわかり、家族関係をよりよくすることを実

践している。 

授業観察 

 

実習作品 

 

提出物 

 

プリント 

 

レポート 

 

定期考査 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

Ｂ衣食住の生活 

 衣生活・食生活 

１人間にとっての食

事 

①食事の役割 

②毎日の食習慣と健康

の基本 

③食事の役割と調理 

２食品と栄養素 

①食品と栄養素をつな

ぐ 

②栄養素のはたらき 

３中学生に必要な食

事 

・衣服の補修と基礎縫いについて理解し、実践できる。 

・小学校での習得技能が身に付いている。 

 

・食事の役割について理解し、毎日の食生活に関心を持つ。 

・健康に良い食習慣と体づくりの３つの基本について学び。規則正しく

食事をとることの重要性を理解する。 

・調理の役割を理解し、食事の意味を考える。 

・食品は栄養学的特質により、食品群に分類されることを理解する。 

・五大栄養素の体内でのはたらきを理解する。 

・中学生の時期の身体的特徴を理解し、中学生に必要な栄養の特徴がわ

かる。 

・１日の食事を目で見て、栄養バランスが取れているか判断できるよう

にする。 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第１学年  教科名  英語  担当  根岸・永井・正木・原口・小川・岡田   

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Let’s  

Be Friends! 

<知識> 小学校で既習の表現・語句の意味や働きを理解している。 

<技能> 小学校で既習の表現・語句の意味や働きについての理解をもとに、自己紹介の内容を聞き取ったり、自己紹介したりする技能を身につけている。 
 

ペーパーテスト 

（定期考査等） 

 

課題 

 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝスﾃｽﾄ 

（スピーチ） 

（インタビュー） 

（ライティング） 

     など 

 

リスニングテスト 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

Unit 1 <知識・技能> I am (I’m) ~. / I (don’t) like ~. / I can [can’t]~. の文の意味・形・使い方を理解し、内容を聞き取ったり、情報を書いたりする技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> 登場人物について知るために、会話から、必要な情報を聞き取っている。また、自分のことを相手に知ってもらうために、自分の情報を正確に書いている。 

<主体的に学習に取り組む態度> 登場人物について知るために、会話から、必要な情報を聞き取ろうとしている。また、自分の情報を正確に書こうとしている。 

Unit 2 <知識・技能> Are you ...? / Do you ...? / Can you ...? の文の意味・形・使い方を理解し、部活動などについて実際のコミュニケーションを行う技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> 登場人物の活動等の情報を知るために、必要な情報を聞き取っている。探しているメンバーを見つけるために、友達が興味のあること等をその場でたずねている。 

<主体的に学習に取り組む態度> 登場人物のやり取りから、質問など必要な情報を聞き取ろうとしている。また、友達が興味のあることなどについて、その場でたずねようとしている。 

WorldTour1 <知識・技能> 既習の表現・語句の意味や働きを理解し、学校生活について紹介する動画の内容を聞き取る技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> 学校生活等の動画を見て、おおまかな内容を捉えている。題材についての理解を深めるために、動画を見て気がついたことをその場で伝え合っている。 

<主体的に学習に取り組む態度> 学校生活などを紹介する動画を見て、おおまかな内容を捉えようとしている。また、動画を見て気がついたことをその場で伝え合おうとしている。 

Unit 3 <知識・技能> What do you ~?、動詞の-ing 形、want to ~の文の意味・形・使い方を理解し、夏休みについて、会話の内容を聞き取ったり、話したりする技能を身につけている。 

<思考・判断・表現>学級新聞に書くために、メモを元に会話を聞いて、必要な情報を捉えている。また、夏休みにすることなどについて、その場で話している。 

<主体的に学習に取り組む態度> 学級新聞に書くため、メモを元に会話を聞き、必要な情報を捉えようとしている。夏休みにすることなどについて、その場で話しそうとしている。 

Let’sRead 1 <知識・技能> 動作を表す語句の意味や、I (don’t) like ~. / I can [can’t] ~.の意味や働きなどを理解し、クイズの内容を読み取る技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> クイズの答えを知るために、回答の手がかりが書かれた文章から、必要な情報を読み取っている。 

<主体的に学習に取り組む態度>クイズの答えを知るために、回答の手がかりが書かれた文章から、必要な情報を読み取ろうとしている。 

Active 

Grammar 1 

<知識・技能> am, are、一般動詞、can を使った文の意味・形・使い方を理解し、一般動詞、can を用いて、実際のコミュニケーションを行う技能を身につけている。 

You Can Do 

It! 1 

<知識・技能> 既習の表現・語句の意味や働きを理解し、自分や相手のことについて、会話の内容を聞き取ったり、話したりする技能を身につけている。 

<思考・判断・表現>  

友達の新たな一面を見つける質問をするときの参考にするために、登場人物の会話から、必要な情報を聞き取っている。 

お互いについてより深く知るために、興味のあることなどについて、その場でやり取りしている。 

<主体的に学習に取り組む態度> 

友達の新たな一面を見つける質問をするときの参考にするために、登場人物の会話から、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

お互いについてより深く知るために、興味のあることなどについて、その場でやり取りをしようとしている。 
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